
 1

                                 参考 

平成 24 年度 あいち環境絵本・紙芝居大賞 入選作品一覧 

【絵本一般の部】 

区分 作品タイトル 作品 あらすじ等 

大賞 リョコウバトの話 

 
昔、北アメリカにリョコウバトという渡り鳥が５０億
羽もいた。ヨーロッパからアメリカ大陸に来た人た
ちは、お金のために食料や羽ふとんの材料にな
るリョコウバトを毎年数十万羽も殺しました。その
ため数がどんどん減り、５０億羽いたリョコウバト
は、わずか２５万羽まで減ってしまいました。そし
てハンター達は、オハイオ州の最後の群れにも
襲いかかり、残ったハトはたったの数千羽、繁殖
力の弱いリョコウバトに未来はありません。とうと
う最後の１羽もカナダで撃ち落され、残った１羽
の｢マーサ｣も動物園で亡くなりました。今はマー
サの標本だけがあるだけ。人間はどうしてそんな
ひどいことをしたんだろう。 

ふしぎなはっぱ 

 

お花が大好きなさっちゃんは種を見つけて植木
鉢に入れました。次の日大きなはっぱに育ち、今
にも飛んで行きそうです。さっちゃんとおかあさん
は、大きなはっぱに乗り町に飛んで行きました。
空から景色を見ると、道路には空缶やゴミがいっ
ぱい。川にもたくさんのゴミが流れていました。
｢今度は山に行こうよ｣山ならきれいかと思った
が、工事で山が削られてる｢草木かわいそう｣、最
後に山のてっぺんにいったらとても気持ちのいい
風が吹いていました。｢よごすのも人間、きれいに
するのも人間｣また飛びたくなったら言ってね。 優秀賞

あめのふるひは 

 

ものすごい色の雲が広がって雨が降ってきた。雨
の中、かえるもゲロゲロ、デンデン虫もデンデン、
アメンボもアメアメ、ナメクジもダンゴムシもナメナ
メダンダン、ミミズもひょっこり顔を出して喜んでい
る。雨が止んでお日様が顔を出したらみんな消え
た。お日様がきらいなのかなぁ。 

入賞 
モエちゃんちのい

けがたいへん 

 
モエちゃんの池と花壇はいろいろな生き物が勝
手に集まり住んでいる。ある日パパが海外出張し
ている間に、友達が水草をくれたので池に入れ
た。ところがパパが帰ってくると池じゅうにホテイ
アオイが茂り、光が当たらないため今までの水草
が枯れかけていた。更にモエちゃんの知らないう
ちにアメリカザリガニまでいて、メダカが少なくな
っていた。モエちゃんは怒りましたが、パパから
外来生物が悪いのではなく、一緒にまぜることが
いけないといわれ、池に勝手に住んでもいいけど
暴れん坊さんはお断りと立て札をしました。 
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あおばくんが 
やってきた 

 

ぼくは赤んぼうのときに拾われてきたネコ。ぼくの
仕事は桜の木を守ること。カーカーとカラスのカ
ーきちが来た。さくらこちゃんに乱暴するんじゃな
い。犬のワンコちゃんが来たけど、今日は遊べな
いんだ。蝶のおちょうふじん、いつもさくらこちゃん
と仲良くしてくれてありがとう。ネズミやタヌキ、ヘ
ビも来たけど絶対にさくらこちゃんには近づけな
いからな。夜になって足音が聞こえる。｢誰?誰な
の?｣眠ってしまっているうちに、さくらこちゃんとあ
おばくんがバトンタッチ。｢あおばくんの季節なら
みんな遊びに来ていいんだよ｣ 

入賞 

みんなみなん 
たいせつ 

 

二年前、村の田畑が荒らされ誰の仕業かと思っ
ていた。そんなある日とみ子ちゃんがイノシシと
話しているのを和尚さんが見かけました。とみ子
ちゃんは震災遺児でお兄ちゃんと一緒におばあ
ちゃんの所にやってきた。とみ子ちゃんはいつも
ニコニコしてて動物の言葉が分かることからトコタ
ンと呼ばれていました。イノシシがトコタンに｢お父
さんが人間の仕掛けたオリに閉じ込められた｣と
泣き出してしまった。イノシシは｢たけのこはもとも
とわし達のたべもので、あとから人間が食べるよ
うになった。人間はずるい｣と言った言葉にショッ
クを受けました。トコタンは和尚さんにイノシシ達
が困っているので助けてほしいと頼みました。和
尚さんは村の人たちと相談してイノシシを逃がし
てあげました。 

 

【絵本子どもの部】 

区分 作品タイトル 作品 あらすじ等 

優秀賞

しおつの宝  
守ろうみんなの 
尺地川 
ふやそうキラキラ 
かがやくホタル 

 
けんたくんは尺地川の近くに住んでいます。ある
日お尻がパッと輝く虫が飛んでいました。ホタル
のホッくんとホッちゃんは一週間しか光って飛べ
ないホタルの一生と、ホタルが安心して住めるの
は川を守ってくれている人達がいることをけんた
くんに教えてくれました。そんな夜、ホッくん達が
川を汚さないようにけんたきんにお願いに来たた
め、けんたくんはクラスのみんなと協力して川を
そうじして、ホタルに感謝されたというお話。 
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大賞 てんぐやま 

 

とある保育園に天狗の羽扇が落ちていました。
子供たちがびっくりしていると、天狗が｢大事な
羽扇があって助かった｣と言って現れました。天
狗は拾ってくれたお礼に子供たちを天狗山に
案内してくれました。天狗は一本の大きな木で
一本下駄を作り子供たちにプレゼント。木の実
で布を染めて結袈裟を作ったり、森の中でいろ
いろ遊んだりと楽しみました。そして今度は食
事の準備。木の実やきのこ、お魚とスーパーみ
たい。天狗さんは竹筒ごはんを作っておいしく
食べました。そろそろ帰る時間、子供たちは涙
を流して別れを惜しみました。そして天狗は空
から保育園を見守りました。 

優秀賞 竹のふしぎ 

 

男の子が無くした上着を探しに竹やぶに来まし
た。上着は君の背よりも高いところにあるかも
しれないよ。竹は一日で１２０ｃｍも伸びるもの
もあるんだ。竹の根っこは地下茎があって家族
で繋がっているんだ。竹は昔から大事な道具と
して使われ、ざる・ものさし・ものほしざお等。今
では使われなくなったため、竹を切ることがすく
なくなると、他の草木は竹に負けてしまって、竹
林が荒れてしまうんだ。だからみんなで竹林を
整備して光が当たるようにしてほしい。明るい
竹林は木も鳥もみんな喜んでくれるし、とても
気持ちがいいからみんな遊びに来てくれるとい
いな。 

入賞 
ほりかわと 
まほうのだんご 

 

昔々徳川家康は家来に命じて堀川を作りまし
た。川には橋がかかり、お城の周りには人々が
住み、桜もきれいに咲いていました。戦争があ
って城は焼けましたが、みんなの手でよく似た
名古屋城が造られました。その後、工場からの
汚れた水や、生活の汚水や、ゴミなどにより魚
も住めない川になりました。｢今のままでは川が
かわいそう｣堀川を好きな人たちはいろいろ考
え、ヘドロを少なくして臭いも消してくれる良い
菌の力を借りることにしました。それは酵母菌
といって、パンやヨーグルトを作るときにも必要
なもの。その菌と土を混ぜておにぎりのように
ダンゴを造ります。それを川の中に入れると、
汚い川をきれいにしてくれるんだ。でも、魔法の
ダンゴにばかり頼っていないで、みんなができ
ることから気をつけると、川はきれいになりま
す。 

 
































